
【指導のポイント】
・今、実際にいじめがおこっている等の理由で本教材をすぐに扱うことは、適当でないこともあるかもしれま
せん。各学校の実態に応じて、適切に利用してください。
・説明をしながら、十分な時間をとって実際に、書かせてから話し合いをさせると考えが深まります。

○まず、まんがを見てください。何が起こっているかわかるかな？
説明してみてください。（できるだけくわしく書いてみましょう。）

【指導のポイント】
必要に応じて、今、取り組んでいる種目等(ドッヂボール、なわとびなど)に置き換えて考えさせてくださ

い。中学年は、児童の実態に応じて、小学校版（中・高学年用）資料のどちらを使用するか検討してくださ
い。
また、内容を理解できない場合は、「左側に立っているメガネをかけた男子はどんな状態か」「③の絵で

すわっている男の子は…」と焦点をしぼって質問をするなど工夫をしてください。
【解答例】
このクラスは、クラス対抗リレーであっけなく負けてしまった。走ることが苦手な子も選手として参加し

た。漫画の中で文句を言われている子は、おそらくリレーで相手にぬかれた。そのために、クラスの他の子
たちが文句を言っている。そんな様子を見かねて、一人の女の子が注意しようとしている。また、話の輪に
入っていない男の子がどうしたらよいか迷いながら状況を見ている。
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○リレーでぬかれた子に文句を言ってはいけないの？

【指導のポイント】
自由に正直に答えさせてください。その上で、子供たちの意

見で「励ましながらみんなで協力していく」ことが大切だと気
づかせてください。話し合いの状況により、苦手な子を励ます
方向にならない場合は、無理に誘導するのではなく、つぎの
（２）の絵で、走ること（リレー）が苦手な子供の気持ちを考
えさせてください。
【解答例】
• 一生懸命に走っていてぬかれたなら仕方ない。
• 練習が足りないからぬかれるのではないか。
• やはり負けたらくやしい。ぬかれた子を責めたくなる。
• 自分が文句を言われたらいやなので、他の人にも言わない方
がよい。

• ぬかれた人は、責任を感じているし傷ついているはず。なぐ
さめた方がよい。

○どんな気持ちかしら・・・？
【指導のポイント】

苦手なものを思い浮かべる時間をとって考えさせてください。
子供にとっては実際にたいへん嫌な思いをしていることも想

定されますので、強く発言を求めるのではなく、「嫌なことを
思い出させてしまったらごめんね。これは指名したりしないか
らね。無理に言わなくても大丈夫だから。」等の配慮をお願い
します。
【解答例】

• つらい。
• 涙が出ている。悲しいと思う。
• みんなに申し訳ない気持ち。
• リレーなんて大嫌い。
• みんなで悪口を言うなんてひどい。
• だれか助けて欲しい。
• もう学校に・行きたくない。

○みんなだったらどうする？

【指導のポイント】
「注意ができない」と考える児童も多いと思います。正直な

気持ちからスタートしてどのようにしたらよいかを考えるきっ
かけとしてください。
【解答例】
• 注意をする。
• 様子を見ている。
• 先生に伝える。
• みんなで練習しようと言う。
• 自分がやられたらいやなことはしてはいけないのではないか
と提案する。

○なんで勇気が出なかったんだろう？

【指導のポイント】
「注意ができない」理由を明確にして、それをどう克服して

いくかという絵（５）につなげるように展開してください。そ
のために小さな理由でも、大切に取り上げてください。
【解答例】
• 注意すると､次は自分が文句を言われるかもしれないと思っ
たから｡

• 文句を言っている人の数が多いので、一人では言いにくかっ
たのではないか。

• もともと、気が弱かったのではないか。
• ケンカが弱いのでこわかったのではないか。

○ぼくは何かできることはなかったのかな？

【指導のポイント】
いじめの防止では、まわりで見ている子供がどう行動するかが

大切です。ひとりひとり何かできることがあると思いますので、
考えさせてください。その際、友だち同士が協力することの大切
さも伝えてください。
【解答例】
• 注意をした女の子と一緒に行動すればよいのではないか。
• 今からでも、男の子をなぐさめてあげて、相談を受けたらいい
のではないか。

• 先生を呼びに行けばよかったのではないか。

○ぼくはどうしたらいいのかな？

【指導のポイント】
はじめに自由に発言させ、ある程度、意見が出そろったら、い

くつかを選択して他の人はどう考えるかを発問するなど工夫して
ください。例えば「がまんする」という意見がでてきたら、この
ことについてどう思う？と発問するなど考えを深めてください。
また、自分の思っていることを伝えることや、大人に相談する

ことが、恥ずかしいことや、ずるいことではないということも指
導してください。
【解答例】
• ひどいことを言うなと文句を言えばよい。
• 友だちに助けを求める。
• 先生や家の人に相談したらどうか。
• もっと練習して、少しでもはやく走れるようになり、文句を言
われないようにする。

• ぼくのせいで負けてごめんと言う。

○どんな言葉をかけたらいいか考えてみて。

【文句を言っている子に対して】
【指導のポイント】
子供たちそれぞれの伝え方があると思いますが、「だめなもの

はだめ」ではなく理由や伝え方を考えさせてください。
【解答例】
• もうそんなことを言うのはやめよう。
• みんなでもっと練習しよう。

【文句を言われている子に対して】
【指導のポイント】
絵（２）の文句を言われている子はどんな気持ちか考えたこと

を思い出させながら、やさしい、親切な言葉を発表させてくださ
い。
発言に対して、「とてもいい言葉だね」等の声かけでたくさん

ほめてあげてください。
【解答例】
• 一緒に練習しようね。
• 気にしないで。次がんばろう。

○ 人にされたらいやなことを教えてください。「いじめってどういうことだろう？」

【指導のポイント】
ある程度意見がでたら、例えば、「自分が一番嫌なことは何か、挙手等で確認する。」次に「自分は、気に

ならない（嫌でない）ことがあるか発問する。」などの方法で感じ方は、人それぞれであることを理解させて
ください。自分ではいじめではないと思っていてもいじめになっていることがあることを理解させてください。
【解答例】
・自分が気にしていることを言われる。・話を聴いてくれない。・たたかれる。
・命令される。・無視される。・物を隠される。・笑われる。


